
塗
調
降
り
し
き
る
十
二
月
十
一
日
、
大
徳
寺
孤
蓬
庵
の
門
前
で
守
屋
正
先
生
の
永
遠
の
旅
立
ち
を
お
見
送
り
し
て
、
お
宅
の
前
を
通
っ
て
冒
啼

路
涯
つ
い
、
た
が
、
数
々
の
先
生
の
思
い
出
が
浮
ん
で
、
そ
の
夜
は
眠
れ
ず
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
心
の
空
虚
さ
を
憶
え
る
、
ば
か
り
で
あ
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
巻
四
号
（
昭
和
六
十
二
年
十
月
）
に
、
先
生
は
「
医
史
学
と
私
」
と
題
す
る
一
文
を
草
し
て
』
や
ら
れ
る
が
、
多
分
に

謙
遜
の
文
章
で
あ
る
。
私
は
二
十
年
間
、
先
生
の
側
近
に
あ
っ
て
指
示
や
お
叱
り
や
教
訓
を
う
け
て
き
た
。
こ
こ
に
私
の
凡
眼
に
映
っ
た
先
生

の
人
間
像
を
記
し
て
追
悼
の
辞
と
し
た
い
。

先
生
は
非
常
に
先
見
性
の
あ
る
方
で
、
は
る
か
先
ま
で
洞
察
し
て
そ
れ
に
応
じ
た
対
策
、
を
た
て
、
決
断
を
も
っ
て
実
行
に
移
さ
れ
た
。
我
を

守
屋
正
先
生
を
悼
むの

対
応
が
遅
い
と
よ
く
叱
言
が
飛
ん
だ
。
同
僚
の
Ａ
氏
は
入
浴
中
に
先
生
か
ら
電
話
が
か

員
か
り
、
タ
オ
ル
一
枚
で
電
話
口
に
出
た
ら
一
時
間
近
く
と
う
と
う
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
て

会
遂
に
体
調
を
こ
わ
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
悪
い
こ
と
で
は
あ
つ
・
た
が
、
私
は
終
涯
は

鑑
対
応
の
要
領
を
心
得
て
う
ま
く
切
り
上
げ
る
コ
ツ
を
悟
っ
た
。
き
び
し
い
反
面
、
温
情
あ

正
ふ
れ
る
慈
父
の
一
面
が
あ
り
、
苦
心
し
て
集
め
ら
れ
、
た
医
学
資
料
も
我
々
京
都
の
会
員
に

屋
適
当
に
持
た
せ
て
下
さ
っ
た
。

守
先
生
は
医
史
学
研
究
家
と
し
て
は
晩
学
の
方
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
基
礎
、
背
景
を
な

す
美
術
史
、
宗
教
、
哲
学
に
関
す
る
識
見
は
長
い
年
月
の
間
に
培
わ
れ
た
。
先
生
は
岡
山

杉
立
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今
日
は
年
末
御
挨
拶
と
し
て
ば
結
局
苦
言
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
、
先
輩
の
忠
告
を
お
受
取
り
下
さ
い
。

今
後
言
う
も
の
も
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
ｉ
中
略
ｌ
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
か
ら
依
頼
の
「
医
史
学
と
私
」
へ
ば
一
三
枚
書
い
て
、
如
何
に

私
が
ヘ
ン
テ
コ
な
イ
ン
ス
タ
ン
ト
な
イ
ン
チ
キ
医
史
学
者
で
あ
る
か
を
詳
さ
に
書
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
の
「
京
都
の
医
学
史
展
」
、
山
脇

東
洋
観
臓
碑
、
『
京
都
の
医
学
史
』
、
第
八
三
回
日
本
医
史
学
会
総
会
と
矢
つ
ぎ
早
の
ヘ
ン
テ
コ
医
史
学
者
の
フ
エ
ル
ラ
ウ
フ
を
書
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
私
の
医
史
学
編
歴
の
旅
も
終
り
で
す
。
ｌ
中
略
１

私
の
手
許
に
ば
い
ま
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
七
十
通
ば
か
り
の
書
翰
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
私
に
対
す
る
絶
筆
と
な
っ
た
昭
和
六
十
二

年
十
二
月
二
十
一
百
付
の
手
紙
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
こ
れ
は
前
日
に
友
人
の
告
別
式
に
行
か
れ
、
途
中
で
狭
心
発
作
．
を
お
こ
さ

れ
た
夜
に
お
書
き
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

講
演
の
中
で
力
説
さ
れ
た
。

例
え
ば
先
生
の
美
術
に
関
す
る
鑑
識
眼
は
素
人
の
域
を
脱
し
て
い
た
。
戦
後
、
中
国
絵
画
の
蒐
集
に
精
力
を
出
さ
れ
た
。
特
に
楊
州
八
径
等

の
中
国
文
人
画
の
一
一
レ
ク
シ
ョ
ン
は
世
界
的
評
価
を
得
て
い
た
の
で
、
欧
米
の
学
者
も
京
都
に
き
て
守
屋
「
｜
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
な
け
れ
ば
物
が

言
え
な
い
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
私
も
何
度
か
拝
見
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
晩
年
に
さ
る
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
と
聞
く
。
そ
の
研
究

が
幸
し
て
『
京
都
の
医
学
史
一
で
は
安
土
桃
山
篇
の
う
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
と
南
蛮
流
医
学
の
執
筆
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
が
曲
直
瀬

門
下
の
啓
迪
院
医
則
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
先
生
の
見
解
と
な
り
、
「
医
は
愛
な
り
」
と
の
信
念
を
、
第
八
三
回
本
会
総
会
の
会
長

弁
峰
つ
？
た
。

の
生
れ
、
御
尊
父
は
岡
山
市
長
も
つ
と
め
、
大
原
総
一
郎
家
と
は
ご
親
戚
で
あ
っ
た
。
六
高
を
経
て
昭
和
十
年
京
大
卒
業
後
、
内
科
学
、
病
理

学
教
室
で
研
究
中
応
召
と
な
り
、
前
後
六
年
半
に
わ
た
り
中
国
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
従
軍
さ
れ
、
先
生
の
属
す
る
部
隊
の
生
存
率
二
・
五
％
と

い
う
激
戦
の
中
で
生
死
の
間
を
体
験
さ
れ
た
。
こ
の
事
は
先
生
の
思
想
、
医
の
倫
理
感
ま
た
医
史
学
研
究
の
上
に
大
き
な
影
を
お
と
す
こ
と
と
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私
は
哲
学
、
宗
教
の
欠
除
し
た
学
問
（
医
史
学
を
含
め
て
）
は
全
く
無
力
の
も
の
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
阿
知
波
史
学
の
立
派
な
の
は
哲
学
の

裏
付
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
富
士
川
瀞
先
生
も
最
後
は
『
医
術
と
宗
教
』
と
い
う
名
著
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
宗
教
な
き
教
育
は
知
恵
の
あ
る
悪
魔
を
作
る
」
と
は
名
言
で
す
。
私
は
池
辺
義
教
氏
の
『
医
の
哲
学
』
は
三
回
精
読
し
ま
し
た
。
澤
鳫
久

敬
先
生
の
『
哲
学
と
科
学
』
は
最
も
頻
回
読
ん
で
哲
学
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
で
す
。
事
実
の
羅
列
だ
け
で
は
基
礎
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
る
の

で
説
得
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ｌ
こ
の
あ
と
、
禅
と
人
生
に
つ
い
て
長
々
と
説
か
れ
て
い
る
が
省
略
Ｉ

先
生
は
医
家
芸
術
ク
ラ
ブ
の
創
設
以
来
の
功
績
に
よ
り
芸
術
大
賞
を
う
け
ら
れ
、
ま
た
医
学
史
研
究
に
よ
り
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
一
日
、

日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
毎
年
二
回
は
外
遊
し
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
京
都
の
街
よ
り
詳
し
い
ほ
ど
で
あ
り
、
晩
年
は
冬
期

一
・
二
月
の
問
は
ハ
ワ
イ
に
長
期
滞
在
し
て
お
ら
れ
た
。

先
生
は
自
ら
予
感
さ
れ
て
い
た
如
く
、
こ
の
手
紙
を
書
い
た
十
数
日
後
に
脳
血
管
発
作
を
お
こ
さ
れ
て
、
四
年
間
の
闘
病
生
活
の
の
ち
遂
に

十
二
月
七
日
、
永
眠
さ
れ
た
。
昨
年
六
月
一
・
二
日
の
第
九
二
回
本
会
総
会
に
ご
出
席
を
願
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

先
生
の
霊
は
い
ま
何
処
に
あ
り
や
。
恐
ら
く
先
生
の
こ
と
だ
か
ら
天
上
に
地
上
に
或
は
東
へ
西
へ
と
気
の
む
く
ま
ま
に
羽
を
ひ
ろ
げ
て
居
ら

れ
る
事
と
思
う
が
、
今
は
た
だ
や
す
ら
か
に
お
休
桑
下
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
京
都
市
）
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